
第
二
表

改

正

後

改

正

前

（
法
務
省
令
で
定
め
る
試
験
科
目
）

（
法
務
省
令
で
定
め
る
試
験
科
目
）

第
一
条

司
法
試
験
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
科
目

は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
（
第
三
条
第
三
号
に
お
い
て
「
選
択
科
目
」
と
い
う
。）と
す
る
。

第
一
条

司
法
試
験
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
科
目

は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
と
す
る
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

（
法
務
省
令
で
定
め
る
科
目
の
単
位
）

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
科
目
の
単
位
（
第
四
条
第
二
項
第
二
号

に
お
い
て
「
所
定
科
目
単
位
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
単

位
数
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

法
律
基
本
科
目
（
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、
商
法
、
民
事
訴
訟
法
、
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
分

野
の
科
目
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
基
礎
科
目
（
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と

の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
連
携
法
」
と
い

う
。）第
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
専
門
的
学
識
を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
科
目
を
い
う
。）
三
十
単

位
以
上

二

法
律
基
本
科
目
の
応
用
科
目
（
連
携
法
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
応
用
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育

を
行
う
科
目
を
い
う
。）
十
八
単
位
以
上

三

選
択
科
目

四
単
位
以
上

（
法
科
大
学
院
を
設
置
す
る
大
学
の
学
長
の
認
定
）

第
四
条

法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
は
、
司
法
試
験
委
員
会
が
定
め
る
期
日
（
第
五
条
第
二

項
に
お
い
て
「
学
長
認
定
期
日
」
と
い
う
。）ま
で
に
、
司
法
試
験
委
員
会
が
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

２

前
項
の
認
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
行
う
も

の
と
す
る
。

一

法
科
大
学
院
の
課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

二

司
法
試
験
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
前
号
の
法
科
大
学
院
に
お
い
て
所
定
科

目
単
位
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

三

前
号
の
司
法
試
験
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
年
の
四
月
一
日
か
ら
一
年
以
内
に
第
一
号
の
法
科
大
学
院
に

お
け
る
修
了
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
。

３

法
科
大
学
院
を
設
置
す
る
大
学
の
学
長
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
当
該
認
定
を
し
た
日
後
前
項
第

二
号
の
司
法
試
験
が
終
了
す
る
日
ま
で
の
間
に
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

（
出
願
手
続
）

（
出
願
手
続
）

第
五
条

司
法
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
司
法
試
験
委
員
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
受
験
願
書
に
そ

の
者
の
写
真
を
添
付
し
、
司
法
試
験
委
員
会
が
定
め
る
出
願
期
間
内
に
、
司
法
試
験
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
司
法
試
験
委
員
会
が
定
め
る
者
に
あ
っ
て
は
、
司
法
試
験
委
員
会
が
定

め
る
期
日
ま
で
に
、
受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
司
法
試
験
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
三
条

司
法
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
司
法
試
験
委
員
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
受
験
願
書
に
そ

の
者
の
写
真
及
び
受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
、
司
法
試
験
委
員
会
が
定
め
る
出
願
期

間
内
に
、
司
法
試
験
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
司
法
試
験
委
員
会
が
あ
ら
か
じ
め
定

め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
司
法
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
受
験
願
書
を
提

出
し
た
と
き
は
、
学
長
認
定
期
日
ま
で
に
、
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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